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（
一
）
設
置
認
可
制
度
の
的
確
な
運
用

大
学
や
学
部
等
を
設
置
す
る
場
合
、
文
部
科
学
大
臣
の
認
可
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、文
部
科
学
大
臣
の
認
可
に
あ
た
っ
て
は
、

大
学
関
係
者
や
有
識
者
を
中
心
と
し
た
大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議

会
へ
諮
問
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議
会

に
は
、「
大
学
設
置
分
科
会
」、「
学
校
法
人
分
科
会
」
の
二
つ
の
分

科
会
が
置
か
れ
て
お
り
、
大
学
設
置
分
科
会
は
、
大
学
設
置
基
準
等

に
基
づ
き
教
学
面
を
審
査
し
、
学
校
法
人
分
科
会
は
、
私
立
学
校
法

等
に
基
づ
き
財
政
計
画
・
管
理
運
営
面
を
審
査
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お

い
て
各
種
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
て
初
め
て
、
大
学
や

学
部
等
の
設
置
が
認
可
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。（
国
立
大
学
法
人
の

設
置
す
る
大
学
は
、
国
立
大
学
法
人
法
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
た
め
、
文
部
科
学
大
臣
に
よ
る
認
可
の
対
象
と
は
さ
れ
て
い

な
い
。
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
に
定
め
る

公
立
大
学
法
人
を
含
む
）
が
設
置
す
る
大
学
は
、
各
地
方
公
共
団
体

に
よ
る
条
例
及
び
財
政
措
置
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
私
立
学
校
法
は
適
用
さ
れ
ず
、
学
校
法
人
分
科
会
に
よ
る
審
査

を
要
し
な
い
。）

こ
の
よ
う
な
大
学
設
置
認
可
制
度
は
、
規
制
緩
和
の
流
れ
の
中
、

平
成
一
四
～
一
五
年
に
か
け
て
大
幅
な
改
革
が
行
わ
れ
た
。
す
な
わ

ち
「
事
前
規
制
か
ら
事
後
チ
ェ
ッ
ク
」
と
い
う
考
え
方
の
下
、
大
学

設
置
認
可
制
度
そ
の
も
の
が
大
幅
に
弾
力
化
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
認
可

が
必
要
だ
っ
た
学
部
等
の
う
ち
、
当
該
大
学
が
授
与
す
る
学
位
の
種

類
及
び
分
野
の
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の
を
設
置
す
る
場
合
、
届
出
で

設
置
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
審
査
基
準
も
大
幅
に
簡

素
化
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
内
規
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
た
具
体
的
な
基

準
の
多
く
が
撤
廃
さ
れ
、
基
準
を
定
め
る
場
合
は
、
告
示
以
上
の
法

令
で
規
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
（
い
わ
ゆ
る
「
準
則
化
」）。
さ
ら
に

は
、
大
学
の
量
的
規
模
（
マ
ク
ロ
と
し
て
の
大
学
の
収
容
定
員
）
に

三
　
大
学
の
質
の
向
上
の
た
め
の
制
度
改
革
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つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
国
と
し
て
抑
制
方
針
を
と
っ
て
い
た
も
の
を
、

医
師
や
獣
医
師
な
ど
を
養
成
す
る
特
定
の
分
野
を
除
き
、
そ
の
方
針

を
撤
廃
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
他
、
財
産
要
件
等
の
緩
和
も
順
次

図
ら
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
改
革
と
あ
わ
せ
て
、
新
た
に
、
認
証
評
価
制

度
の
導
入
、
法
令
違
反
状
態
の
大
学
に
対
す
る
是
正
措
置
等
、
事
後

チ
ェ
ッ
ク
に
関
す
る
制
度
化
が
図
ら
れ
た
。

こ
の
結
果
、
大
学
の
新
規
参
入
や
組
織
改
変
が
促
進
さ
れ
る
環
境

が
整
い
、
実
際
に
多
く
の
大
学
が
様
々
な
学
部
等
を
届
出
に
よ
っ
て

設
置
す
る
な
ど
し
て
い
る
。
ま
た
、
構
造
改
革
特
別
区
域
制
度
に
よ

り
、
株
式
会
社
の
設
置
す
る
大
学
も
参
入
し
て
い
る
。

一
方
で
、
制
度
の
見
直
し
か
ら
五
年
以
上
を
経
過
し
た
現
在
、
大

学
の
質
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
懸
念
さ
れ
る
状
況
も
生
じ
て
き
て

い
る
。
例
え
ば
、
大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議
会
に
よ
る
審
査
を
経

な
い
で
設
置
さ
れ
た
学
部
等
の
中
に
は
、
学
位
の
名
称
が
学
問
専
攻

に
基
づ
く
名
称
と
は
言
い
難
く
、
国
際
通
用
性
の
あ
る
学
位
が
授
与

さ
れ
て
い
る
か
、
極
め
て
疑
念
が
も
た
れ
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。

ま
た
、
設
置
し
た
学
部
等
に
学
生
が
集
ま
ら
な
け
れ
ば
、
直
ち
に

届
出
に
よ
っ
て
そ
の
学
部
等
を
改
組
転
換
す
る
な
ど
、
極
め
て
安
易

な
組
織
設
置
・
改
変
が
行
わ
れ
て
い
る
事
例
が
あ
る
（
学
生
に
と
っ

て
は
、
卒
業
す
る
学
部
等
が
数
年
の
う
ち
に
消
滅
す
る
こ
と
と
な

る
）。
ま
た
、
株
式
会
社
の
設
置
す
る
大
学
の
中
に
は
、
公
の
性
質

を
有
す
る
学
校
と
し
て
の
認
識
が
薄
く
、
法
令
違
反
が
確
認
さ
れ
、

改
善
勧
告
を
受
け
た
大
学
も
あ
る
。
そ
の
他
、
専
任
教
員
に
つ
い
て

定
め
た
内
規
が
撤
廃
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
勤
務
実
態
の
ほ
と
ん
ど

な
い
、
い
わ
ゆ
る
実
務
家
教
員
が
専
任
教
員
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
よ
う
な
事
例
も
生
じ
て
い
る
。

消
費
者
（
学
生
）
に
と
っ
て
、
大
学
の
選
択
は
取
り
返
し
の
つ
か

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
設
置
さ
れ
る
段
階
で
最
低
限
の
質
が

確
実
に
担
保
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
大
学
等
を
設
置

し
よ
う
と
す
る
者
は
、
設
置
構
想
を
具
体
的
に
検
討
し
、
十
分
な
準

備
を
し
た
上
で
設
置
認
可
申
請
を
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
（
通
常
、

構
想
か
ら
開
学
ま
で
三
～
四
年
は
必
要
と
も
言
わ
れ
て
い
る
）。
ま

た
、
大
学
等
の
設
置
を
認
可
す
る
国
は
、
国
際
通
用
性
の
あ
る
大
学

と
し
て
、
そ
の
質
が
担
保
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
厳
格
に
審
査
す
る

必
要
が
あ
る
。
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（
二
）
認
証
評
価
制
度

平
成
一
六
年
度
か
ら
、
国
公
私
立
全
て
の
大
学
、
短
期
大
学
、
高

等
専
門
学
校
（
以
下
、
大
学
等
と
い
う
。）
が
そ
の
教
育
研
究
な
ど

の
状
況
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
、
文
部
科
学
大
臣
の
認
証
を
受
け
た

第
三
者
評
価
機
関
（
以
下
、
認
証
評
価
機
関
と
い
う
。）
か
ら
評
価

を
受
け
る
制
度
を
導
入
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
①
評
価
結
果
を
踏
ま

え
て
大
学
等
が
自
ら
改
善
を
図
る
こ
と
、
②
評
価
結
果
が
社
会
に
公

表
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
大
学
等
が
社
会
に
よ
る
評
価
を
受
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
大
学
等
の
教
育
研
究
活
動
な
ど
の
質
の
向
上
を
目
的

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
制
度
で
実
施
す
る
評
価
に
は
次
の
二
種
類
が
あ
る
。

・
大
学
等
の
総
合
的
な
状
況
の
評
価

大
学
等
の
教
育
研
究
、
組
織
運
営
及
び
施
設
設
備
の
総
合
的
な
状

況
に
つ
い
て
、
七
年
以
内
ご
と
に
評
価
す
る
。

・
専
門
職
大
学
院
の
教
育
研
究
活
動
の
評
価

専
門
職
大
学
院
の
教
育
課
程
、
教
員
組
織
そ
の
他
教
育
研
究
活
動

の
状
況
に
つ
い
て
、
五
年
以
内
ご
と
に
評
価
す
る
。

こ
の
評
価
制
度
の
特
色
と
し
て
は
、

・�

各
認
証
評
価
機
関
が
定
め
る
評
価
基
準
に
従
っ
て
評
価
を
実
施

す
る
こ
と

・�

大
学
等
が
複
数
の
認
証
評
価
機
関
の
中
か
ら
評
価
を
受
け
る
機

関
を
選
択
す
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
大
学
等
の
自
主
性
・
自
律
性
に

配
慮
し
つ
つ
、
各
大
学
等
の
特
色
や
個
性
を
活
か
し
た
評
価
を
行
う

こ
と
を
可
能
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
文
部
科
学
大
臣
に
よ
る
評
価
機
関
の
認
証
は
、
教
育
に
関

す
る
有
識
者
の
意
見
を
踏
ま
え
つ
つ
、
適
切
に
行
う
こ
と
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
中
央
教
育
審
議
会
へ
諮
問
し
た
上
で
、
評
価
基
準
、

方
法
、
体
制
な
ど
が
一
定
の
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
、
認
証
し
て
い
る
。

平
成
二
一
年
二
月
現
在
で
、
八
機
関
が
認
証
評
価
機
関
と
し
て
認

証
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
認
証
評
価
機
関
は
、
平
成
一
九
年
度
末

ま
で
に
、
二
六
八
大
学
、
一
三
二
短
期
大
学
、
五
六
高
等
専
門
学
校
、

二
四
法
科
大
学
院
に
対
し
て
評
価
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
結
果
を
公
表

し
て
い
る
。

認
証
評
価
機
関
に
よ
る
評
価
に
よ
っ
て
、
大
学
等
の
質
が
保
証
さ
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れ
る
と
と
も
に
、
大
学
等
の
教
育
研
究
活
動
の
活
性
化
が
、
よ
り
一

層
推
進
さ
れ
る
こ
と
が
今
後
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
大
学
が
そ
の
社
会
的
責
任
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
、

自
ら
の
教
育
研
究
の
理
念
・
目
標
に
照
ら
し
て
、
教
育
研
究
活
動
の

状
況
を
点
検
・
評
価
し
、
自
己
改
善
へ
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
基
本

と
な
る
こ
と
か
ら
、
認
証
評
価
制
度
と
は
別
に
、
学
校
教
育
法
に
お

い
て
、
全
て
の
大
学
が
自
己
点
検
・
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
公

表
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。




